
1．調査の概要

 ｐ Ｈ5. 6以下の雨は、酸性雨と呼ばれており、北ヨーロッパやアメリカ北東部において

は、強酸性の雨のため、林内雨により森林樹木が枯死や衰退した地域があり、また湖沼

や河川の酸性化により生態系へ影響を与え、サケやマスなどの魚類が湖や河川から姿を

消した地域があります。また、日本においても昭和48年より 50年にかけて関東一円で

霧または霧雨によって、目が痛い・ 皮膚がひりひりするとの訴えが多く寄せられ問題化

しました。  

本市においても、酸性雨の重大性を考え、平成2年9月17日より酸性雨の実態調査を

開始し、さいたま市役所測定局では平成5年、大宮区役所屋上では平成7年、岩槻測定

局では平成17年に酸性雨自動測定装置を設置し、測定を開始しました。設置されている

測定機はともに湿性大気汚染観測用の酸性雨自動測定装置で雨量0. 5ｍｍごとのｐ Ｈ、導

電率、雨水温度及び雨量の測定を行い、パソコンによるデータの処理ができる機器です。 

また、昭和46年度から平成18年度までは、降下ばいじん量（ 地上に落下してく るば

いじんや雨水に含まれる物質の量） のモニタリングを行っていましたが、平成19年度か

らはさいたま市役所にて、降雨中のイオン分析等を行う湿性沈着モニタリングを実施し

ています。なお、平成22年8月をもって、さいたま市役所における酸性雨のモニタリン

グを終了しました。

（ １） 調査地点 

さいたま市役所

２．調査方法

図１ 酸性雨および湿性沈着測定位置図

大宮区役所

岩槻測定局

① さいたま市役所測定局
[浦和区常盤6－4－4] 

②大宮区役所
[大宮区大門町3－1] 

③岩槻測定局
[岩槻区本町6－189－2] 

酸性雨自動測定（ ２地点）

 湿性沈着測定（ 1地点）



（ ２） 測定項目 

  酸性雨モニタリング ： 降雨中のpＨ、導電率 

湿性沈着モニタリング： 降雨中のｐ Ｈ、導電率、陽イオン5項目、陰イオン3項目 

（ ３） 測定方法 

酸性雨モニタリング ： 酸性雨自動測定装置 

湿性沈着モニタリング： 酸性雨自動雨水採水器により、雨水を採水し、1 ヶ月ごとにタ

ンクを回収し分析する。（ 測定は環境科学課で実施）  

（ ４） 測定頻度 

  常時（ 降雨時）  

３．測定結果

① 降雨測定日数と pH値
平成22年度は、大宮区役所で87日（ 雨量1222. 5 mm）、岩槻測定局で84日（ 雨量106

7. 5 mm） 降雨が観測され、それぞれのpH及び導電率の測定を行いました。(さいたま市役

所測定局においては、4月～８月の期間に39日（ 雨量493mm） の降雨が観測されました。） 

全降雨日数のうち 97. 7％でpH5. 6以下の酸性雨が観測されました。また、pＨ4. 0以下

酸性雨は全降雨日数の12. 3％を占めました。ｐ Ｈ3. 5以下の割合は0％でした。  

表1．降雨測定日数と pH値

*市役所測定局 大宮区役所 岩槻測定局 

年間降水量 493 mm 1222. 5 mm 1067. 5 mm 

降雨測定日数 39 87 84 

5. 6以下の日数 36 86 81 

4. 0以下の日数 6 7 14 

3. 5以下の日数 0 0 0 

最大値 6. 80 6. 30 6. 20 

最小値 3. 80 3. 60 3. 60 pH

平均値 4. 57 4. 74 4. 74 

*市役所測定局のデータは4月～8月の期間に観測されたもののみを示しています。
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② 降雨日数経月変化
降雨日数経月変化（ 表2、図2） をみると、6月、7月に降雨日数が多く 、11月～3月は

降雨日数に比してｐＨ4. 0以下の酸性度の高い酸性雨が多く観測されました。また、1月は

降雨の観測がありませんでした。  

表2 月別降雨日数 

さいたま市役所 大宮区役所 岩槻測定局 

月  
全降雨 

ｐH4.0

以下 

ｐH3.5

以下 
全降雨

ｐH4.0

以下 

ｐH3.5

以下 
全降雨 

ｐH4.0

以下 

ｐH3.5

以下 

4 10 1 0 10 0 0 9 0 0
5 6 1 0 7 0 0 7 1 0
6 9 1 0 12 1 0 12 1 0
7 11 3 0 18 2 0 15 2 0
8 3 0 0 2 0 0 5 0 0
9 - - - 9 0 0 8 0 0
10 - - - 10 0 0 10 2 0
11 - - - 5 1 0 4 2 0
12 - - - 4 1 0 4 1 0
1 - - - 0 0 0 0 0 0
2 - - - 5 0 0 5 2 0
3 - - - 5 2 0 5 3 0

合 計 39 6 0 87 7 0 84 14 0

図1-2 酸性雨中の酸性度分布図１ -1 全降雨に占める酸性雨の割合



図2 pH4.0以下の降雨日数経月変化
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図3-1 全降雨日数の経年変化
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③ 降雨日数経年変化
降雨日数経年変化（ 図3-1） と全降雨日数に占める酸性雨（ ｐ Ｈ4. 0以下） の割合の経年

変化（ 図3-2） をみると、平成21年度の降雨日数は大宮測定局、岩槻区役所で昨年度より

やや少なくなり、それぞれ昨年度より３日減りました。  

酸性雨（ ｐ Ｈ4. 0以下） の割合は、全局で昨年度より低くなりました。  

また、年平均値（ pH） は横ばいの傾向となりました。現在環境省ホームページで公開さ

れている最新のデータである平成21年度酸性雨調査結果によると、酸性雨の全国における

年間平均pHは4. 76であり、さいたま市の平成22年度の2地点平均pH4. 74はほぼ同程度

の結果となっています。  



図3-3 年間平均pHの経年変化
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図3-2 全降雨日数に占める酸性雨(pH4.0以下)の割合の経年変化

0

10

20

30

40

50

60

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 年度

％ 市役所
大宮
岩槻

④ 初期降雨のｐＨ及び導電率経年変化
平成22年度は、大宮区役所測定局及び岩槻測定局における初期降雨3. 0mm目までのpH

の経年変化をみると（ 図4-1, 3）、 2局とも例年とほぼ同様にpH4. 5前後を示しました。  

初期降雨の導電率経年変化（ 図4-2, 4） をみると、経年変化の全体において2局ともに

降り始めから 1. 0mm目が最も高い導電率を示しており、降雨量の上昇とともに導電率が低

下しています。



図4-1 初期降雨のｐH経年変化（大宮区役所）
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図4-2 初期降雨の導電率経年変化（大宮区役所）
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図4-3 初期降雨のｐH経年変化(岩槻測定局)

4.0

4.5

5.0

5.5

13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 年度

ｐH

1.0mm目

2.0mm目

3.0mm目

図4-4 初期降雨の導電率経年変化(岩槻測定局)
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⑤月別湿性沈着量（ さいたま市役所のみ）
さいたま市役所では、降雨中のイオン分析等を行う湿性沈着モニタリングを実施していま

す。

図5-4に酸性雨に大きく寄与する 4イオンの濃度グラフを示しました。 7月に硝酸イオン及
びアンモニウムイオンの濃度・ 沈着量がともに高くなっています。

図5-1 降水量経月変化
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図 5-4 主なイオン濃度の経年変化
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図5-5 湿性沈着量経月変化（陽イオン）
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図5-6 湿性沈着量経月変化（陰イオン）
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資料 （ 用語関係）  

(1) 酸性雨

正常な状態での雨は、大気中の二酸化炭素が溶け込むことによりｐＨ5.6 前後を示すことから、

ｐ Ｈ5.6 以下の雨を酸性雨といっている。工場や自動車などから排出された二酸化硫黄や窒素酸化

物が大気中で酸化され、雲に直接取り込まれたり雨水の落下過程で雨滴に取り込まれたりすること

により酸性雨が発生する。

(2) 乾性沈着と湿性沈着

化石燃料の燃焼により、二酸化硫黄や窒素酸化物のガスが大気中に放出され、輸送される間に酸

化され、硫酸や硝酸に変換される。これらの酸が乱流拡散により、風に乗ったまま地上に沈着する

乾性沈着と雨や雪に溶け込んだ形で沈着する湿性沈着がある。乾性沈着と湿性沈着は同程度の沈着

量があるとされている。しかし、実際には酸性雨を考える場合に湿性沈着しか考えられていない。

 (3) ｐ Ｈ  

 水素イオン濃度指数。中性の水でｐＨ7であり、酸性になると 7よりも小さく 、アルカリ性溶液

では7よりも大きくなる。

(4) 導電率  

電気伝導率ともいう。水中での電気の伝わり易さを示し、一般にイオン濃度が高くなると導電率

が高くなる。単位はμS/cm。  

(5) 塩化物イオン （ Cl -）

主に海塩由来の成分である。   

(6) 硫酸イオン（ SO42-）

海塩、火山から排出される硫化水素、化石燃料の燃焼によって発生する二酸化硫黄に由来する成

分である。海塩由来成分はほぼ中性塩であり、酸性化には寄与しない。そこで硫酸として酸性成分

となる非海塩由来成分（ non-sea salt : nss-） としてnss-SO42-が用いられる。

(7) 硝酸イオン（ NO3-）

主に化石燃料の燃焼によって発生する窒素酸化物に由来する成分であり、硝酸として酸性成分

となる。

(8) アンモニウムイオン（ NH4+）
肥料や糞尿などから発生するアンモニア(NH3）が酸性成分と反応すると中和してアンモニウムイオ

ン（ NH4
+） となる。降水中では酸性雨を中和するが、土壌中では微生物などの活動によって硝酸

イオン（ NO3
-） になり土壌を酸性化する。



(9) ナトリウムイオン（ Na+）

主に海塩由来の成分である。 SO42-、Ca2+などの海塩由来の割合を算出するのに用いられる。

(10) カリウムイオン（ K+）

海塩や化石燃料、鳥の糞や植物の葉に由来する。濃度が高い場合は試料が鳥の糞や植物の葉など

により汚染されていることが疑われる。

(11) カルシウムイオン（ Ca2+）

海塩、土壌、黄砂、道路粉じん等に由来する成分である。海塩由来成分はほぼ中性塩であり、酸

性化や中和には寄与しない。そこで酸を中和するアルカリとして降水に含まれる成分を考え、非海

塩由来成分（ non-sea salt : nss-） nss- Ca2+が用いられる。

(12) マグネシウムイオン（ Mg2+）

主に海塩由来の成分である。Na+が海塩由来成分であることをチェックするため、Na+と Mg2+の

比がチェックされる。



- 1 -

1．調査の概要

 ｐ Ｈ5. 6以下の雨は、酸性雨と呼ばれており、北ヨーロッパやアメリカ北東部において

は、強酸性の雨のため、林内雨により森林樹木が枯死や衰退した地域があり、また湖沼

や河川の酸性化により生態系へ影響を与え、サケやマスなどの魚類が湖や河川から姿を

消した地域があります。また、日本においても昭和48年より 50年にかけて関東一円で

霧または霧雨によって、目が痛い・ 皮膚がひりひりするとの訴えが多く寄せられ問題化

しました。  

本市においても、酸性雨の重大性を考え、平成2年9月17日より酸性雨の実態調査を

開始し、さいたま市役所測定局では平成5年、大宮区役所屋上では平成7年、岩槻測定

局では平成17年に酸性雨自動測定装置を設置し、測定を開始しました。設置されている

測定機はともに湿性大気汚染観測用の酸性雨自動測定装置で雨量0. 5ｍｍごとのｐ Ｈ、導

電率、雨水温度及び雨量の測定を行い、パソコンによるデータの処理ができる機器です。 

また、昭和46年度から平成18年度までは、降下ばいじん量（ 地上に落下してく るば

いじんや雨水に含まれる物質の量） のモニタリングを行っていましたが、平成19年度か

らはさいたま市役所にて、降雨中のイオン分析等を行う湿性沈着モニタリングを実施し

ています。なお、平成22年8月をもって、さいたま市役所における酸性雨のモニタリン

グを終了しました。

（ １） 調査地点 

さいたま市役所

２．調査方法

図１ 酸性雨および湿性沈着測定位置図

大宮区役所

岩槻測定局

① さいたま市役所測定局
[浦和区常盤6－4－4] 

②大宮区役所
[大宮区大門町3－1] 

③岩槻測定局
[岩槻区本町6－189－2] 

酸性雨自動測定（ ２地点）

 湿性沈着測定（ 1地点）
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（ ２） 測定項目 

  酸性雨モニタリング ： 降雨中のpＨ、導電率 

湿性沈着モニタリング： 降雨中のｐ Ｈ、導電率、陽イオン5項目、陰イオン3項目 

（ ３） 測定方法 

酸性雨モニタリング ： 酸性雨自動測定装置 

湿性沈着モニタリング： 酸性雨自動雨水採水器により、雨水を採水し、1 ヶ月ごとにタ

ンクを回収し分析する。（ 測定は環境科学課で実施）  

（ ４） 測定頻度 

  常時（ 降雨時）  

３．測定結果

① 降雨測定日数と pH値
平成23年度は、大宮区役所で88日（ 雨量1487. 0 mm）、岩槻測定局で88日（ 雨量120

7. 0mm） 降雨が観測され、それぞれのpH及び導電率の測定を行いました。  

全降雨日数のうち 97. 2％でpH5. 6以下の酸性雨が観測されました。また、pＨ4. 0以下

酸性雨は全降雨日数の17. 0％を占めました。ｐ Ｈ3. 5以下の割合は1. 1％でした。  

表1．降雨測定日数と pH値

 大宮区役所 岩槻測定局 

年間降水量 1487.0mm 1207.0 mm

降雨測定日数 88 88 

5. 6以下の日数 86 85 

4. 0以下の日数 17 15 

3. 5以下の日数 2 0 

最大値 6. 20 6. 60 

最小値 3. 40 3. 60 pH

平均値 4. 63 4. 69 
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② 降雨日数経月変化
降雨日数経月変化（ 表2、図2） をみると、6月～9月に降雨日数が多く 、8月～10月は

降雨日数に比してｐＨ4. 0以下の酸性度の高い酸性雨の観測は少なくなりました。また、4

月、1月はｐＨ4. 0以下の雨は降りませんでした。  

表2 月別降雨日数 

大宮区役所 岩槻測定局 

月  
全降雨 

ｐH4.0

以下 

ｐH3.5

以下 
全降雨

ｐH4.0

以下 

ｐH3.5

以下 

4 7 0 0 7 0 0
5 10 1 1 10 3 0
6 11 3 1 12 6 0
7 9 3 0 10 2 0
8 10 1 0 9 0 0
9 10 1 0 10 0 0
10 5 1 0 5 0 0
11 8 3 0 8 1 0
12 2 1 0 2 0 0
1 2 0 0 2 0 0
2 7 3 0 7 1 0
3 7 0 0 6 2 0

合 計 88 17 2 88 15 0

図1-2 酸性雨中の酸性度分布図１ -1 全降雨に占める酸性雨の割合
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③ 降雨日数経年変化
降雨日数経年変化（ 図3-1） と全降雨日数に占める酸性雨（ ｐ Ｈ4. 0以下） の割合の経年

変化（ 図3-2） をみると、平成23年度の降雨日数は大宮測定局、岩槻区役所で昨年度とほ

ぼ同じでした。  

酸性雨（ ｐ Ｈ4. 0以下） の割合は、大宮局が昨年度より 10日増えました。岩槻局は昨年

度と同じでした。  

また、年平均値（ pH） は大宮局、岩槻局ともに若干PHが下がりました。現在環境省ホー

ムページで公開されている最新のデータである平成22年度酸性雨調査結果によると、酸性

雨の全国における年間平均pHは4. 82であり、さいたま市の平成23年度の2地点平均pH4.

66はほぼ同程度の結果となっています。  

図2 pH4.0以下の降雨日数経月変化
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図3-3 年間平均pHの経年変化
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④ 初期降雨のｐＨ及び導電率経年変化
平成23年度は、大宮区役所測定局及び岩槻測定局における初期降雨3. 0mm目までのpH

の経年変化をみると（ 図4-1, 3）、 2局とも例年とほぼ同様にpH4. 5前後を示しました。  

初期降雨の導電率経年変化（ 図4-2, 4） をみると、経年変化の全体において2局ともに

降り始めから 1. 0mm目が最も高い導電率を示しており、降雨量の上昇とともに導電率が低

下しています。

図4-1 初期降雨のｐH経年変化（大宮区役所）
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図4-2 初期降雨の導電率経年変化（大宮区役所）
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図4-3 初期降雨のｐH経年変化(岩槻測定局)
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⑤月別湿性沈着量（ さいたま市役所のみ）
さいたま市役所では、降雨中のイオン分析等を行う湿性沈着モニタリングを実施していま

す。

図5-4に酸性雨に大きく寄与する 4イオンの濃度グラフを示しました。 5月に硝酸イオン及
びアンモニウムイオンの沈着量が高くなっています。 9 月に高い値を示したナトリウムイオ
ン、塩化物イオンは海水の主要成分であり、台風の上陸による影響があったため例年より高

い値でした。

図5-1 降水量経月変化
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図 5-4 主なイオン濃度の経年変化
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資料 （ 用語関係）  

(1) 酸性雨

正常な状態での雨は、大気中の二酸化炭素が溶け込むことによりｐＨ5.6 前後を示すことから、

ｐ Ｈ5.6 以下の雨を酸性雨といっている。工場や自動車などから排出された二酸化硫黄や窒素酸化

物が大気中で酸化され、雲に直接取り込まれたり雨水の落下過程で雨滴に取り込まれたりすること

により酸性雨が発生する。

(2) 乾性沈着と湿性沈着

化石燃料の燃焼により、二酸化硫黄や窒素酸化物のガスが大気中に放出され、輸送される間に酸

化され、硫酸や硝酸に変換される。これらの酸が乱流拡散により、風に乗ったまま地上に沈着する

乾性沈着と雨や雪に溶け込んだ形で沈着する湿性沈着がある。乾性沈着と湿性沈着は同程度の沈着

量があるとされている。しかし、実際には酸性雨を考える場合に湿性沈着しか考えられていない。

 (3) ｐ Ｈ  

 水素イオン濃度指数。中性の水でｐＨ7であり、酸性になると 7よりも小さく 、アルカリ性溶液

では7よりも大きくなる。

(4) 導電率  

電気伝導率ともいう。水中での電気の伝わり易さを示し、一般にイオン濃度が高くなると導電率

が高くなる。単位はμS/cm。  

(5) 塩化物イオン （ Cl -）

主に海塩由来の成分である。   

(6) 硫酸イオン（ SO42-）

海塩、火山から排出される硫化水素、化石燃料の燃焼によって発生する二酸化硫黄に由来する成

分である。海塩由来成分はほぼ中性塩であり、酸性化には寄与しない。そこで硫酸として酸性成分

となる非海塩由来成分（ non-sea salt : nss-） としてnss-SO42-が用いられる。

(7) 硝酸イオン（ NO3-）

主に化石燃料の燃焼によって発生する窒素酸化物に由来する成分であり、硝酸として酸性成分

となる。

(8) アンモニウムイオン（ NH4+）
肥料や糞尿などから発生するアンモニア(NH3）が酸性成分と反応すると中和してアンモニウムイオ

ン（ NH4
+） となる。降水中では酸性雨を中和するが、土壌中では微生物などの活動によって硝酸
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イオン（ NO3
-） になり土壌を酸性化する。

(9) ナトリウムイオン（ Na+）

主に海塩由来の成分である。SO4
2-、 Ca2+などの海塩由来の割合を算出するのに用いられる。

(10) カリウムイオン（ K+）

海塩や化石燃料、鳥の糞や植物の葉に由来する。濃度が高い場合は試料が鳥の糞や植物の葉など

により汚染されていることが疑われる。

(11) カルシウムイオン（ Ca2+）

海塩、土壌、黄砂、道路粉じん等に由来する成分である。海塩由来成分はほぼ中性塩であり、酸

性化や中和には寄与しない。そこで酸を中和するアルカリとして降水に含まれる成分を考え、非海

塩由来成分（ non-sea salt : nss-） nss- Ca2+が用いられる。

(12) マグネシウムイオン（ Mg2+）

主に海塩由来の成分である。Na+が海塩由来成分であることをチェックするため、Na+と Mg2+の比

がチェックされる。
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1．調査の概要

ｐＨ5. 6以下の雨は、酸性雨と呼ばれており、北ヨーロッパやアメリカ北東部において

は、強酸性の雨のため、林内雨により森林樹木が枯死や衰退した地域があり、また湖沼

や河川の酸性化により生態系へ影響を与え、サケやマスなどの魚類が湖や河川から姿を

消した地域があります。また、日本においても昭和48年より 50年にかけて関東一円で

霧または霧雨によって、目が痛い・ 皮膚がひりひりするとの訴えが多く寄せられ問題化

しました。

本市においても、酸性雨の重大性を考え、平成2年9月17日より酸性雨の実態調査を

開始し、さいたま市役所測定局では平成5年、大宮区役所屋上では平成7年、岩槻測定

局では平成17年に酸性雨自動測定装置を設置し、測定を開始しました。設置されている

測定機はともに湿性大気汚染観測用の酸性雨自動測定装置で雨量0. 5ｍｍごとのｐ Ｈ、導

電率、雨水温度及び雨量の測定を行い、パソコンによるデータの処理ができる機器です。

また、昭和46年度から平成18年度までは、降下ばいじん量（ 地上に落下してくるば

いじんや雨水に含まれる物質の量） のモニタリングを行っていましたが、平成19年度か

らはさいたま市役所にて、降雨中のイオン分析等を行う湿性沈着モニタリングを実施し

ています。なお、平成22年8月をもって、さいたま市役所における酸性雨のモニタリン

グを終了しました。

（ １） 調査地点

さいたま市役所

２．調査方法

図１ 酸性雨および湿性沈着測定位置図

大宮区役所

岩槻測定局

① さいたま市役所測定局
[浦和区常盤6－4－4]

②大宮区役所
[大宮区大門町3－1]

③岩槻測定局
[岩槻区本町6－189－2]

酸性雨自動測定（ ２地点）

湿性沈着測定（ 1地点）
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（ ２） 測定項目

酸性雨モニタリング ： 降雨中のpＨ、導電率

湿性沈着モニタリング： 降雨中のｐ Ｈ、導電率、陽イオン5項目、陰イオン3項目

（ ３） 測定方法

酸性雨モニタリング ： 酸性雨自動測定装置

湿性沈着モニタリング： 酸性雨自動雨水採水器により、雨水を採水し、 1 ヶ月ごとにタ

ンクを回収し分析する。（ 測定は環境科学課で実施）

（ ４） 測定頻度

常時（ 降雨時）

３．測定結果

① 降雨測定日数と pH値
平成24年度は、大宮区役所で91日（ 雨量1055. 0 mm）、岩槻測定局で100日（ 雨量990.

5mm） 降雨が観測され、それぞれのpH及び導電率の測定を行いました。

全降雨日数のうち 92. 1％でpH5. 6以下の酸性雨が観測されました。また、pＨ4. 0以下

酸性雨は全降雨日数の17. 8％を占めました。ｐ Ｈ3. 5以下の降雨はありませんでした。

表1．降雨測定日数と pH値

大宮区役所 岩槻測定局

年間降水量 1055. 0mm 990. 5 mm

降雨測定日数 91 100

5. 6以下の日数 90 88

4. 0以下の日数 18 16

3. 5以下の日数 0 0

pH
最大値 6. 50 7. 10

最小値 3. 70 3. 60

平均値 4. 53 4. 77
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② 降雨日数経月変化
降雨日数経月変化（ 表2、図2） をみると、 5月～7月、9月に降雨日数が多く 、5月、9

月は降雨日数に比してｐ Ｈ4. 0以下の酸性度の高い酸性雨の観測は少なくなりました。また

、8月、12月、1月はｐＨ4. 0以下の雨は降りませんでした。

表2 月別降雨日数

月

大宮区役所 岩槻測定局

全降雨
ｐH4.0

以下

ｐH3.5

以下
全降雨

ｐH4.0

以下

ｐH3.5

以下

4 7 3 0 6 2 0

5 12 1 0 14 2 0

6 8 2 0 8 2 0

7 10 4 0 10 4 0

8 6 0 0 7 0 0

9 14 2 0 18 1 0

10 6 1 0 7 1 0

11 6 1 0 7 0 0

12 7 0 0 7 0 0

1 2 0 0 4 0 0

2 4 0 0 4 1 0

3 9 4 0 8 3 0

合 計 91 18 0 100 16 0

図1-2 酸性雨中の酸性度分布図１ -1 全降雨に占める酸性雨の割合

PH
（ 酸性雨）
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③ 降雨日数経年変化
降雨日数経年変化（ 図3-1） と全降雨日数に占める酸性雨（ ｐ Ｈ4. 0以下） の割合の経年

変化（ 図3-2） をみると、平成24年度の降雨日数は大宮測定局は昨年度とほぼ同じ、岩槻

区役所は昨年度よりやや多い結果でした。

酸性雨（ ｐ Ｈ4. 0以下） の割合は、大宮局、岩槻局ともに昨年度とほぼ同じでした。

また、年平均値（ pH） は大宮局ではPHが減少傾向（ 酸性度が高くなっている） にありま

すが、岩槻局は横ばいとなっています。現在環境省ホームページで公開されている最新の

データである平成23年度酸性雨調査結果によると、酸性雨の全国における年間平均pHは4.

77であり、さいたま市の平成24年度の2地点平均pH4. 70はほぼ同程度の結果となってい

ます。

図2
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④ 初期降雨のｐＨ及び導電率経年変化
平成24年度は、大宮区役所測定局及び岩槻測定局における初期降雨3. 0mm目までのpH

の経年変化をみると（ 図4-1, 3）、 2局とも例年とほぼ同様にpH4. 5前後を示しました。

初期降雨の導電率経年変化（ 図4-2, 4） をみると、降り始めから 1. 0mm目が最も高い導

電率を示しており、降雨量の上昇とともに導電率が低下しています。全体的な経年変化に

ついては、2局ともに微減～横ばいの傾向を示しています。
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⑤ 月別湿性沈着量（ さいたま市役所のみ）
さいたま市役所では、降雨中のイオン分析等を行う湿性沈着モニタリングを実施していま

す。

図5-4に酸性雨に大きく寄与する 4 イオンの濃度グラフを示しました。４月、３月に硝酸
イオン及びアンモニウムイオンの濃度が高くなっています。また、沈着量としては４月、５

月、９月に硝酸イオン及びアンモニウムイオンが高くなっています。１０月に高い値を示し

たナトリウムイオン、塩化物イオンは海水の主要成分であり、台風等の影響があったと考え

られます。
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資料 （ 用語関係）

(1) 酸性雨

正常な状態での雨は、大気中の二酸化炭素が溶け込むことによりｐ Ｈ5.6 前後を示すことから、

ｐ Ｈ5.6 以下の雨を酸性雨といっている。工場や自動車などから排出された二酸化硫黄や窒素酸化

物が大気中で酸化され、雲に直接取り込まれたり雨水の落下過程で雨滴に取り込まれたりすること

により酸性雨が発生する。

(2) 乾性沈着と湿性沈着

化石燃料の燃焼により、二酸化硫黄や窒素酸化物のガスが大気中に放出され、輸送される間に酸

化され、硫酸や硝酸に変換される。これらの酸が乱流拡散により、風に乗ったまま地上に沈着する

乾性沈着と雨や雪に溶け込んだ形で沈着する湿性沈着がある。乾性沈着と湿性沈着は同程度の沈着

量があるとされている。しかし、実際には酸性雨を考える場合に湿性沈着しか考えられていない。

 (3) ｐ Ｈ

水素イオン濃度指数。中性の水でｐ Ｈ7であり、酸性になると 7よりも小さく 、アルカリ性溶液

では7よりも大きく なる。

(4) 導電率

電気伝導率ともいう。水中での電気の伝わり易さを示し、一般にイオン濃度が高くなると導電率

が高くなる。単位はμS/cm。

(5) 塩化物イオン （ Cl -）

主に海塩由来の成分である。

(6) 硫酸イオン（ SO42-）

海塩、火山から排出される硫化水素、化石燃料の燃焼によって発生する二酸化硫黄に由来する成

分である。海塩由来成分はほぼ中性塩であり、酸性化には寄与しない。そこで硫酸として酸性成分

となる非海塩由来成分（ non-sea salt : nss-） として nss-SO42-が用いられる。

(7) 硝酸イオン（ NO3-）

主に化石燃料の燃焼によって発生する窒素酸化物に由来する成分であり、硝酸として酸性成分

となる。

(8) アンモニウムイオン（ NH4+）
肥料や糞尿などから発生するアンモニア(NH3）が酸性成分と反応すると中和してアンモニウムイオ

ン（ NH4
+） となる。降水中では酸性雨を中和するが、土壌中では微生物などの活動によって硝酸
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イオン（ NO3
-） になり土壌を酸性化する。

(9) ナトリウムイオン（ Na+）

主に海塩由来の成分である。SO4
2-、 Ca2+などの海塩由来の割合を算出するのに用いられる。

(10) カリウムイオン（ K+）

海塩や化石燃料、鳥の糞や植物の葉に由来する。濃度が高い場合は試料が鳥の糞や植物の葉など

により汚染されていることが疑われる。

(11) カルシウムイオン（ Ca2+）

海塩、土壌、黄砂、道路粉じん等に由来する成分である。海塩由来成分はほぼ中性塩であり、酸

性化や中和には寄与しない。そこで酸を中和するアルカリとして降水に含まれる成分を考え、非海

塩由来成分（ non-sea salt : nss-） nss- Ca2+が用いられる。

(12) マグネシウムイオン（ Mg2+）

主に海塩由来の成分である。Na+が海塩由来成分であることをチェックするため、Na+と Mg2+の比

がチェックされる。
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1．調査の概要

 ｐ Ｈ5. 6以下の雨は、酸性雨と呼ばれており、北ヨーロッパやアメリカ北東部において

は、強酸性の雨のため、林内雨により森林樹木が枯死や衰退した地域があり、また湖沼

や河川の酸性化により生態系へ影響を与え、サケやマスなどの魚類が湖や河川から姿を

消した地域があります。また、日本においても昭和48年より 50年にかけて関東一円で

霧または霧雨によって、目が痛い・ 皮膚がひりひりするとの訴えが多く寄せられ問題化

しました。  

本市においても、酸性雨の重大性を考え、平成2年9月17日より酸性雨の実態調査を

開始し、さいたま市役所測定局では平成5年、大宮区役所屋上では平成7年、岩槻測定

局では平成17年に酸性雨自動測定装置を設置し、測定を開始しました。設置されている

測定機はともに湿性大気汚染観測用の酸性雨自動測定装置で雨量0. 5ｍｍごとのｐ Ｈ、導

電率、雨水温度及び雨量の測定を行い、パソコンによるデータの処理ができる機器です。 

また、昭和46年度から平成18年度までは、降下ばいじん量（ 地上に落下してくるば

いじんや雨水に含まれる物質の量） のモニタリングを行っていましたが、平成19年度か

らはさいたま市役所にて、降雨中のイオン分析等を行う湿性沈着モニタリングを実施し

ています。なお、平成22年8月をもって、さいたま市役所における酸性雨のモニタリン

グを終了しました。

（ １） 調査地点 

さいたま市役所

２．調査方法

図１ 酸性雨および湿性沈着測定位置図

大宮区役所

岩槻測定局

① さいたま市役所測定局
[浦和区常盤6－4－4] 

②大宮区役所
[大宮区大門町3－1] 

③岩槻測定局
[岩槻区本町6－189－2]

酸性雨自動測定（ ２地点）

湿性沈着測定（ 1地点）
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（ ２） 測定項目 

  酸性雨モニタリング ： 降雨中のpＨ、導電率 

湿性沈着モニタリング： 降雨中のｐ Ｈ、導電率、陽イオン5項目、陰イオン3項目 

（ ３） 測定方法 

酸性雨モニタリング ： 酸性雨自動測定装置 

湿性沈着モニタリング： 酸性雨自動雨水採水器により、雨水を採水し、1 ヶ月ごとにタ

ンクを回収し分析する。（ 測定は環境科学課で実施）  

（ ４） 測定頻度 

  常時（ 降雨時）  

３．測定結果

① 降雨測定日数と pH値
平成25年度は、大宮区役所で85日（ 雨量1378. 0 mm）、岩槻測定局で84日（ 雨量1326.

5mm） 降雨が観測され、それぞれのpH及び導電率の測定を行いました。  

全降雨日数のうち 95. 3％でpH5. 6以下の酸性雨が観測されました。また、pＨ4. 0以下

酸性雨は全降雨日数の14. 2％を占めました。ｐ Ｈ3. 5以下の降雨は岩槻測定局で１日観測

されました。  

表1．降雨測定日数と pH値

 大宮区役所 岩槻測定局 

年間降水量 1378. 0mm 1326. 5 mm

降雨測定日数 85 84 

5. 6以下の日数 84 77 

4. 0以下の日数 14 10 

3. 5以下の日数 0 1 

pH
最大値 7. 20 6. 90 

最小値 3. 80 3. 50 

平均値 4. 56 5. 00 
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② 降雨日数経月変化
降雨日数経月変化（ 表2、図2） をみると、6月、7月、9～11月、3月に降雨日数が多く

、5月、9月は降雨日数に比してｐ Ｈ4. 0以下の酸性度の高い酸性雨の観測は少なくなりま

した。また、6月、10月、11月、12月はｐ Ｈ4. 0以下の雨は降りませんでした。  

表2 月別降雨日数 

月  

大宮区役所 岩槻測定局 

全降雨
ｐH4.0

以下 

ｐH3.5

以下 
全降雨

ｐH4.0

以下 

ｐH3.5

以下 

4 6 1 0 8 0 0

5 6 2 0 4 1 0

6 10 0 0 9 0 0

7 10 2 0 10 0 0

8 8 2 0 7 3 0

9 10 1 0 11 1 0

10 8 0 0 11 0 0

11 7 0 0 6 0 0

12 3 0 0 3 0 0

1 2 0 0 2 1 0

2 5 2 0 5 1 0

3 10 4 0 8 3 1

合 計 85 14 0 84 10 1

図1-2 酸性雨中の酸性度分布図１ -1 全降雨に占める酸性雨の割合

P H

（ 酸性雨）



- 4 -

③ 降雨日数経年変化
降雨日数経年変化（ 図3-1） を見ると、平成25年度の降雨日数は大宮測定局と岩槻区役

所とも昨年度よりやや少ない結果でした。  

全降雨日数に占める酸性雨（ ｐ Ｈ4. 0以下） の割合の経年変化（ 図3-2） をみると、酸性

雨（ ｐ Ｈ4. 0以下） の割合は、大宮局、岩槻局ともに昨年度より低下しました。  

また、年平均値（ pＨ） は大宮局ではpＨがほぼ横ばい傾向にありますが、岩槻局はpＨ

は増加傾向（ 酸性度が低く なっている） にあります。現在環境省ホームページで公開され

ている最新のデータである平成24年度酸性雨調査結果によると、酸性雨の全国における年

間平均pHは4. 76であり、さいたま市の平成25年度の2地点平均pH4. 78はほぼ同程度の

結果となっています。

図2
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④ 初期降雨のｐＨ及び導電率経年変化
平成25年度は、大宮区役所測定局及び岩槻測定局における初期降雨3. 0mm目までのpH

の経年変化をみると（ 図4-1, 3）、 2局とも例年とほぼ同様にpH4. 5前後を示しました。

初期降雨の導電率経年変化（ 図4-2, 4） をみると、降り始めから 1. 0mm目が最も高い導

電率を示しており、降雨量の上昇とともに導電率が低下しています。全体的な経年変化に

ついては、2局ともに微減～横ばいの傾向を示しています。  
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⑤ 月別湿性沈着量（ さいたま市役所のみ）
さいたま市役所では、降雨中のイオン分析等を行う湿性沈着モニタリングを実施していま

す。

図5-4に酸性雨に大きく寄与する4イオンの濃度グラフを示しました。５月、７月に硝酸

イオン及びアンモニウムイオンの濃度が高く なっています。また、沈着量としては４月、５

月、７月に硝酸イオン及びアンモニウムイオンが高く なっています。９月に高い値を示した

ナトリウムイオン、塩化物イオンは海水の主要成分であり、台風等の影響があったと考えら

れます。
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資料 （ 用語関係）  

(1) 酸性雨

正常な状態での雨は、大気中の二酸化炭素が溶け込むことによりｐ Ｈ5.6 前後を示すことから、

ｐ Ｈ5.6 以下の雨を酸性雨といっている。工場や自動車などから排出された二酸化硫黄や窒素酸化

物が大気中で酸化され、雲に直接取り込まれたり雨水の落下過程で雨滴に取り込まれたりすること

により酸性雨が発生する。

(2) 乾性沈着と湿性沈着

化石燃料の燃焼により、二酸化硫黄や窒素酸化物のガスが大気中に放出され、輸送される間に酸

化され、硫酸や硝酸に変換される。これらの酸が乱流拡散により、風に乗ったまま地上に沈着する

乾性沈着と雨や雪に溶け込んだ形で沈着する湿性沈着がある。乾性沈着と湿性沈着は同程度の沈着

量があるとされている。しかし、実際には酸性雨を考える場合に湿性沈着しか考えられていない。

 (3) ｐ Ｈ  

 水素イオン濃度指数。中性の水でｐＨ7であり、酸性になると 7よりも小さく 、アルカリ性溶液

では7よりも大きく なる。

(4) 導電率  

電気伝導率ともいう。水中での電気の伝わり易さを示し、一般にイオン濃度が高くなると導電率

が高くなる。単位はμS/cm。  

(5) 塩化物イオン （ Cl -）

主に海塩由来の成分である。   

(6) 硫酸イオン（ SO4
2-）

海塩、火山から排出される硫化水素、化石燃料の燃焼によって発生する二酸化硫黄に由来する成

分である。海塩由来成分はほぼ中性塩であり、酸性化には寄与しない。そこで硫酸として酸性成分

となる非海塩由来成分（ non-sea salt: nss-） としてnss-SO42-が用いられる。

(7) 硝酸イオン（ NO3
-）

主に化石燃料の燃焼によって発生する窒素酸化物に由来する成分であり、硝酸として酸性成分

となる。

(8) アンモニウムイオン（ NH4
+）

肥料や糞尿などから発生するアンモニア(NH3）が酸性成分と反応すると中和してアンモニウムイオ

ン（ NH4
+） となる。降水中では酸性雨を中和するが、土壌中では微生物などの活動によって硝酸
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イオン（ NO3
-） になり土壌を酸性化する。

(9) ナトリウムイオン（ Na+）

主に海塩由来の成分である。SO4
2-、 Ca2+などの海塩由来の割合を算出するのに用いられる。

(10) カリウムイオン（ K+）

海塩や化石燃料、鳥の糞や植物の葉に由来する。濃度が高い場合は試料が鳥の糞や植物の葉など

により汚染されていることが疑われる。

(11) カルシウムイオン（ Ca2+）

海塩、土壌、黄砂、道路粉じん等に由来する成分である。海塩由来成分はほぼ中性塩であり、酸

性化や中和には寄与しない。そこで酸を中和するアルカリとして降水に含まれる成分を考え、非海

塩由来成分（ non-sea salt: nss-） nss- Ca2+が用いられる。

(12) マグネシウムイオン（ Mg2+）

主に海塩由来の成分である。Na+が海塩由来成分であることをチェックするため、Na+と Mg2+の比

がチェックされる。
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1．調査の概要

 pH5. 6以下の雨は、酸性雨と呼ばれており、北ヨーロッパやアメリカ北東部においては、

強酸性の雨のため、林内雨により森林樹木が枯死や衰退した地域があり、また湖沼や河

川の酸性化により生態系へ影響を与え、サケやマスなどの魚類が湖や河川から姿を消し

た地域があります。また、日本においても昭和48年より 50年にかけて関東一円で霧ま

たは霧雨によって、目が痛い・ 皮膚がひりひりするとの訴えが多く寄せられ問題化しま

した。  

本市においても、酸性雨の重大性を考え、平成2年9月17日より酸性雨の実態調査を

開始し、さいたま市役所測定局では平成5年、大宮区役所屋上では平成7年、岩槻測定

局では平成17年に酸性雨自動測定装置を設置し、測定を開始しました。設置されている

測定機はともに湿性大気汚染観測用の酸性雨自動測定装置で雨量0. 5ｍｍごとのpH、導

電率、雨水温度及び雨量の測定を行い、パソコンによるデータの処理ができる機器です。 

また、昭和46年度から平成18年度までは、降下ばいじん量（ 地上に落下してくるば

いじんや雨水に含まれる物質の量） のモニタリングを行っていましたが、平成19年度か

らはさいたま市役所にて、降雨中のイオン分析等を行う湿性沈着モニタリングを実施し

ています。なお、平成22年8月をもって、さいたま市役所における酸性雨のモニタリン

グを終了しました。

（ １） 調査地点 

さいたま市役所

２．調査方法

図１ 酸性雨および湿性沈着測定位置図

大宮区役所

岩槻測定局

① さいたま市役所測定局
[浦和区常盤6－4－4] 

②大宮区役所
[大宮区大門町3－1] 

③岩槻測定局
[岩槻区本町6－189－2] 

酸性雨自動測定（ ２地点）

湿性沈着測定（ 1地点）
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（ ２） 測定項目 

  酸性雨モニタリング ： 降雨中のpH、導電率 

湿性沈着モニタリング： 降雨中のpH、導電率、陽イオン5項目、陰イオン3項目 

（ ３） 測定方法 

酸性雨モニタリング ： 酸性雨自動測定装置 

湿性沈着モニタリング： 酸性雨自動雨水採水器により、雨水を採水し、1 ヶ月ごとにタ

ンクを回収し分析する。（ 測定は環境科学課で実施）  

（ ４） 測定頻度 

  常時（ 降雨時）  

３．測定結果

① 降雨測定日数と pH値
平成26年度は、大宮区役所で101日（ 雨量1256. 5 mm）、岩槻測定局で90日（ 雨量124

1. 5mm） 降雨が観測され、それぞれのpH及び導電率の測定を行いました。  

全降雨日数のうち97. 9％でpH5. 6以下の酸性雨が観測されました。また、pH4. 0以下酸

性雨は全降雨日数の8. 4％を占めました。pH3. 5以下の降雨は観測されませんでした。  

表1．降雨測定日数と pH値

 大宮区役所 岩槻測定局 

年間降水量 1256. 5mm 1241. 5 mm

降雨測定日数 101 90 

5. 6以下の日数 101 86 

4. 0以下の日数 13 3 

3. 5以下の日数 0 0 

pH
最大値 7. 00 6. 40 

最小値 3. 80 3. 80 

平均値 4. 48 4. 94 
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② 降雨日数経月変化
降雨日数経月変化（ 表2、図2） をみると、6月～8月、１１月に降雨日数が多く 、7月に

pH4. 0以下の酸性度の高い酸性雨を多く観測しました。また、5月、12月～3月はpH4. 0以

下の雨は降りませんでした。  

表2 月別降雨日数 

月  

大宮区役所 岩槻測定局 

全降雨 
pH4.0

以下 

pH3.5

以下 
全降雨 

pH4.0

以下 

pH3.5

以下 

4 6 1 0 5 1 0

5 7 0 0 8 0 0

6 12 2 0 10 1 0

7 15 4 0 11 0 0

8 12 1 0 10 1 0

9 7 1 0 8 0 0

10 7 2 0 8 0 0

11 10 2 0 4 0 0

12 5 0 0 6 0 0

1 6 0 0 8 0 0

2 6 0 0 6 0 0

3 8 0 0 6 0 0

合 計 101 13 0 90 3 0

図1-2 酸性雨中の酸性度分布図１-1 全降雨に占める酸性雨の割合

pH

（ 酸性雨）
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③ 降雨日数経年変化
降雨日数経年変化（ 図3-1） を見ると、平成26年度の降雨日数は大宮測定局と岩槻区役

所とも昨年度よりやや多くなりました。  

全降雨日数に占める酸性雨（ pH4. 0以下） の割合の経年変化（ 図3-2） をみると、酸性雨

（ pH4. 0以下） の割合は、大宮局、岩槻局ともに昨年度より低下しました。  

また、年平均値（ pH） は大宮局、岩槻局ともほぼ横ばい傾向にあります。現在、環境省

ホームページで公開されている最新のデータである平成25年度酸性雨調査結果によると、

酸性雨の全国における年間平均pHは4. 78であり、さいたま市の平成26年度の2地点平均

pH4. 71はほぼ同程度の結果となっています。

図2
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④ 初期降雨のpH及び導電率経年変化
平成26年度は、大宮区役所測定局及び岩槻測定局における初期降雨3. 0mm目までのpH

の経年変化をみると（ 図4-1, 3）、 2局とも例年とほぼ同様にpH4. 5前後を示しました。

初期降雨の導電率経年変化（ 図4-2, 4） をみると、降り始めから 1. 0mm目が最も高い導

電率を示しており、降雨量の上昇とともに導電率が低下しています。全体的な経年変化に

ついては、2局ともに微減～横ばいの傾向を示しています。  
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⑤ 月別湿性沈着量（ さいたま市役所のみ）
さいたま市役所では、降雨中のイオン分析等を行う湿性沈着モニタリングを実施していま

す。

図5-4に酸性雨に大きく寄与する4イオンの濃度グラフを示しました。８月に硝酸イオン

及びアンモニウムイオンの濃度が高くなっています。また、沈着量としては６月に硝酸イオ

ン及びアンモニウムイオンが、１０月にナトリウムイオン、塩化物イオンが高くなっていま

す。１０月に高い値を示したナトリウムイオン、塩化物イオンは海水の主要成分であり、台

風等の影響があったと考えられます。
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資料 （ 用語関係）  

(1) 酸性雨

正常な状態での雨は、大気中の二酸化炭素が溶け込むことにより pH5.6 前後を示すことから、pH

5.6 以下の雨を酸性雨といっている。工場や自動車などから排出された二酸化硫黄や窒素酸化物が大

気中で酸化され、雲に直接取り込まれたり雨水の落下過程で雨滴に取り込まれたりすることにより酸

性雨が発生する。

(2) 乾性沈着と湿性沈着

化石燃料の燃焼により、二酸化硫黄や窒素酸化物のガスが大気中に放出され、輸送される間に酸化

され、硫酸や硝酸に変換される。これらの酸が乱流拡散により、風に乗ったまま地上に沈着する乾性

沈着と雨や雪に溶け込んだ形で沈着する湿性沈着がある。乾性沈着と湿性沈着は同程度の沈着量があ

るとされている。しかし、実際には酸性雨を考える場合に湿性沈着しか考えられていない。

 (3) pH

水素イオン濃度指数。中性の水で pH7 であり、酸性になると 7 よりも小さく 、アルカリ性溶液で

は7よりも大きくなる。

(4) 導電率  

電気伝導率ともいう。水中での電気の伝わり易さを示し、一般にイオン濃度が高くなると導電率が

高くなる。単位はμS/cm。  

(5) 塩化物イオン （ Cl -）

主に海塩由来の成分である。   

(6) 硫酸イオン（ SO4
2-）

海塩、火山から排出される硫化水素、化石燃料の燃焼によって発生する二酸化硫黄に由来する成分で

ある。海塩由来成分はほぼ中性塩であり、酸性化には寄与しない。そこで硫酸として酸性成分となる非

海塩由来成分（ non-sea salt: nss-） としてnss-SO42-が用いられる。

(7) 硝酸イオン（ NO3
-）

主に化石燃料の燃焼によって発生する窒素酸化物に由来する成分であり、硝酸として酸性成分とな

る。

(8) アンモニウムイオン（ NH4
+）

肥料や糞尿などから発生するアンモニア(NH3） が酸性成分と反応すると中和してアンモニウムイオン

（ NH4
+） となる。降水中では酸性雨を中和するが、土壌中では微生物などの活動によって硝酸イオ
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ン（ NO3
-） になり土壌を酸性化する。

(9) ナトリウムイオン（ Na+）

主に海塩由来の成分である。SO4
2-、 Ca2+などの海塩由来の割合を算出するのに用いられる。

(10) カリウムイオン（ K+）

海塩や化石燃料、鳥の糞や植物の葉に由来する。濃度が高い場合は試料が鳥の糞や植物の葉などによ

り汚染されていることが疑われる。

(11) カルシウムイオン（ Ca2+）

海塩、土壌、黄砂、道路粉じん等に由来する成分である。海塩由来成分はほぼ中性塩であり、酸性化

や中和には寄与しない。そこで酸を中和するアルカリとして降水に含まれる成分を考え、非海塩由来成

分（ non-sea salt: nss-） nss- Ca2+が用いられる。

(12) マグネシウムイオン（ Mg2+）

主に海塩由来の成分である。Na+が海塩由来成分であることをチェックするため、Na+と Mg2+の比がチ

ェックされる。


